
 
 ＜2020 年秋 消費者のくらし向きに関するアンケート 調査結果より＞ 

コロナ感染拡大後、福井県民の消費者マインドは… 

 

福井県内消費者に、半年前と現在のくらし向きを比べた生活実感、および今後半年間のくらし向きについて

質問し、D.I.値（「良い」「やや良い」から「悪い」「やや悪い」の回答割合を差し引いた数値＝景気動向指数）

の結果から、福井県民の今の消費者マインドが見えてきました。 

この紙面でお伝えできない調査結果はくらなび HPで報告いたしますので、どうぞそちらもご覧ください。 

 ① 前回 6 月の緊急調査に比較し、くらし向き・収入・支出・貯蓄の

全てで D.I.値が回復しました。また、半年前の 20 年春と比較し

ても、D.I.値が収入以外の項目で上回っています 

② 『やや良くなる』はそれほど増えておらず、『変わらない』が増

えて『やや悪くなる』『悪くなる』が減った結果ですが、福井県内

のコロナ感染拡大が落ち着いたことを受け、消費者マインドは

もとに戻りつつあるといえます。 

19年秋 20年春 緊急 20年秋

▲ 21.3 ▲ 19.4 ▲ 31.8 ▲ 21.5

19年秋 20年春 緊急 20年秋

▲ 21.0 ▲ 23.1 ▲ 29.2 ▲ 30.0

実質のくらし向き(D.I.値推移）

実質の収入(D.I.値推移）

③  前年と比較した現在のくらし向きと収入については、くらし向きの D.I.値は10.3ポイント上がり▲21.5となりましたが、収入について 

は『変わらない』が減り『やや減った』『減った』が増えて D.I.値が 0.8 ポイント下がり▲30.0 となっています。コロナ感染拡大により

収入が減ったことが表れているといえます。 

  


